
みずほ銀行を巡る経過
みずほ銀行の発足初日に大規模システ
ム障害

2002年
４月

東日本大震災直後に大規模障害11年３月
稼働中の現金自動預払機（ＡＴＭ）の
約８割が利用不能に

21年２月

外貨建て送金の遅れなど３回の障害３月
全国の店舗窓口で入出金の取引が停止
するなど２回の障害

８月

ＡＴＭの停止など２回の障害。金融庁
がみずほ銀とみずほフィナンシャルグ
ループ（ＦＧ）に業務改善命令

９月

金融庁が再び業務改善命令。みずほ銀頭
取とみずほＦＧの社長、会長の退任発表

11月

他行宛て振り込みに遅れが発生12月
法人向けインターネットバンキングで障害22年１月
みずほＦＧ社長に木原正裕氏就任２月１日
ＡＴＭが停止11日
みずほ銀発足から20年。加藤勝彦氏が
頭取就任

４月１日

　
た
だ
・
と
も
よ
し
　
大
阪
市
生
ま
れ
、
京
大
卒
。
新
潟
県
十

日
町
市
在
住
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
地
域
お
こ
し
」
事
務

局
長
。

　
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
世
界
で
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
農
業
に
携
わ
る
私

た
ち
に
も
直
接
的
な
影
響
が
見

ら
れ
る
。

　
肥
料
価
格
の
上
昇
で
あ
る
。

化
学
肥
料
の
３
要
素
は
窒
素
・

リ
ン
酸
・
カ
リ
（
カ
リ
ウ
ム
の

工
業
的
通
称
）
。
カ
リ
は
約
６

割
を
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
。
次
い

で
ベ
ラ
ル
ー
シ
（
約
13
％
）
と

ロ
シ
ア
（
約
12
％
）
で
、
こ
の

両
国
で
４
分
の
１
に
も
な
る
。

取
引
す
る
肥
料
店
か
ら
肥
料
は

値
上
げ
さ
れ
る
と
聞
い
た
。

　
実
際
に
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
販
売
す
る
「
オ
ー
ル
14
（
窒

素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
が
そ
れ
ぞ

れ
14
％
ず
つ
含
ま
れ
た
化
学
肥

料
）
」
の
値
段
は
す
で
に
１
袋

（
20
㌔
）
１
５
０
０
円
か
ら
２

２
８
０
円
に
上
っ
た
。
さ
ら
に

値
上
げ
さ
れ
る
と
も
い
わ
れ

る
。
肥
料
だ
け
で
な
く
、
農
機

具
も
１
割
ほ
ど
値
上
げ
さ
れ

た
。
ま
さ
に
農
家
が
苦
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
小
麦
価
格
も
上
が
り
、
海
外

か
ら
食
料
が
安
く
手
に
入
ら
な

く
な
る
可
能
性
も
高
い
。
一
時

の
非
常
事
態
で
一
時
的
に
高
騰

し
て
い
る
と
見
る
か
、
今
後
人

口
が
増
え
て
い
く
世
界
で
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
ト
レ

ン
ド
と
し
て
上
昇
し
続
け
て
い

く
と
見
る
か
で
、
私
た
ち
の
未

来
も
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
私
は
、
こ
れ
は
一
時
的
な
事

で
は
な
く
、
今
後
長
期
的
に
見

て
食
料
価
格
上
昇
は
避
け
ら
れ

な
い
と
考
え
る
。
そ
の
時
に
、

輸
入
に
頼
る
の
は
危
う
い
。
私

自
身
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
を
見
て
世
界
情
勢
に
左
右
さ

れ
る
生
き
方
は
危
う
い
、
自
分

の
食
べ
物
く
ら
い
は
自
分
で
作

れ
る
よ
う
に
な
る
べ
き
だ
、
と

痛
感
。
12
年
前
に
農
村
に
移
り

住
ん
だ
。
こ
れ
は
個
人
、
個
人

で
や
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
が

国
家
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時

に
国
内
の
生
活
に
必
要
な
も
の

を
全
て
確
保
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の

た
め
の
研
究
開
発
や
実
用
化
の

取
り
組
み
に
こ
そ
、
先
行
投
資

と
し
て
税
金
を
使
う
べ
き
で
あ

る
。

　
食
料
確
保
は
人
間
が
生
き
て

い
く
上
で
必
須
で
あ
る
。
そ
し

て
食
料
を
大
量
に
生
産
す
る
た

め
に
は
農
機
具
を
動
か
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
作
物
を
育
て
る
た
め

の
肥
料
も
不
可
欠
に
な
っ
て
い

る
。

　
あ
る
い
は
、
国
民
全
員
が
自

分
の
家
庭
の
食
事
の
う
ち
手
作

業
で
少
し
の
部
分
で
も
作
れ
る

の
か
。
そ
う
す
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
肥
料
は
あ
ま
り
使
わ
な
く

て
済
む
が
、
現
実
に
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
食
料
と
、
そ
の
生
産

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び

肥
料
の
三
つ
は
、
安
全
保
障
政

策
の
一
環
と
し
て
国
内
自
給
率

１
０
０
％
を
目
指
す
べ
き
だ
。

政
治
家
は
こ
う
い
う
事
こ
そ
真

剣
に
議
論
し
て
実
現
さ
せ
て
ほ

し
い
。

　水戸三ツ星アワード２０２１受賞店決定　
消費者の「特別な記念日に利用したいグ
ルメ店」の投票で大賞に選ばれた「と
う粋庵」（千波町）と準大賞に選ばれた
「レストランイイジマ」（見和）、「ス
テーキハウス　アメリカ屋」（米沢町）
の３店舗で特典が受けられるクーポン
付きチラシを観光案内所などで配布中。
当所ホームページからもダウンロード
できる。詳細、問い合わせは産業振興課
へ。

　セーフティ共済加入者を募集　中小企
業者を対象に、取引事業者が倒産した場
合に貸し付けが受けられる共済制度。掛
け金は５０００～20万円までの範囲で選べ、
必要経費に計上できる。
　小規模企業共済加入者を募集　小規模
企業の個人事業主、共同経営者、会社役
員などの退職金制度。掛け金は月額１０００
～７万円までの範囲で選べ、全額所得控
除できる。いずれも詳細、問い合わせは
商業観光課へ。

　事業復活支援金事前確認　当所会員と
市内の事業者を対象に、申請の事前確認
に応じている。会員として１年以上継続
支援を受けてる事業者は電話での確認も
可。完全予約制。詳細は企業支援課へ。
　「いきいきライフ共済」募集中！　月
額１口８００円の掛け金で５口まで加入で
きる24時間保障の福利厚生制度。法人役
員・従業員分の掛け金は、全額損金に算
入できる。健康経営の一助に。詳細は事
業推進課へ。

　一日公庫の案内　８日午後１時30分～
４時30分に商工会議所で開く。新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響によって経営
に支障を来している中小・小規模事業者
を対象に、日本政策金融公庫の担当者が
相談に応じる。持参書類は２期分の決算
書と最近６カ月の月別売り上げ表、商業
登記簿謄本（法人のみ）。定員３人（先
着順）。無料。詳細、問い合わせは商工
会議所へ。

　情報発信ツール「会員掲示板利用者募
集中」　会員事業所を対象に、当所ホー
ムページに自社の情報を発信できるネッ
ト掲示板を開設している。自社の一押し
商品・サービスの紹介や受注企業の募
集、事業パートナー・スタッフ募集など
事業に関わる内容が掲載でき、消費者・
企業間取り引きに幅広く情報を発信する
ツールとして活用できる。掲載期間は６
カ月。無料。申し込み、問い合わせは総
務課へ。

　金融相談　21日午後１～３時に商工会
議所で開く。日本政策金融公庫国民生活
事業の担当者が、事業資金などに関する
相談にマンツーマンで応じる。秘密厳守。
希望者は事前に商工会議所へ連絡を。
　社会保険（年金）相談　20日午前10時
～午後２時に商工会議所で開く。相談員
は下館年金事務所担当者。無料。希望者
は事前に下館年金事務所☎０２９６（25）０８３４
へ（完全予約制）。

　簿記検定試験　６月12日施行の同試験
の申し込みを、25日から受け付ける。新
型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら申し込み者数と地域を制限する。定員
は１級５人、２級40人、３級40人で筑西
市、下妻市、桜川市に在住または在学、
在勤の人（定員になり次第締め切り）。
受験料は１級７８５０円、２級４７２０円、３級
２８５０円。申し込みは受験料を添えて商工
会議所へ。

　新入社員セミナー「知って得する！社
会人のビジネスマナー＆エチケット」　
27日午後２～４時に商工会議所で開く。
今春市内事業所に就職した人や接遇マナ
ーを学びたい人が対象。社会人として必
要なビジネスマナーの基本やエチケット
を実践トレーニングで身に付ける。講師
はエミーの秋山久子氏。受講料１０００円。
定員40人（22日締め切り。定員になり次
第締め切る）。申し込み、問い合わせは
商工会議所へ。

＜２０７９＞

持
続
的
な
地
域
発
展
へ

企
業
の
パ
イ
プ
役
担
う

日

立

　
日
立
商
工
会
議
所
（
秋
山
光

伯
会
頭
）
は
３
月
25
日
、
第
１

４
１
回
通
常
議
員
総
会
を
開

き
、
２
０
２
２
年
度
事
業
と
予

算
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。
秋

山
会
頭
は
「
当
市
の
産
業
振
興

に
向
け
て
は
、
も
の
づ
く
り
を

基
幹
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
リ
ー

ダ
ー
企
業
と
同
じ
志
を
持
つ
新

た
な
企
業
が
融
合
し
、
同
じ
方

向
に
進
む
こ
と
で
地
域
の
持
続

的
発
展
が
続
い
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
当
所
が
そ
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
の
役
割
を
担
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
そ
の
上
で
「
引
き
続
き
、
会

員
事
業
所
訪
問
や
経
営
相
談
窓

口
に
よ
る
各
種
支
援
な
ど
、
商

工
会
議
所
本
来
の
業
務
に
全
力

で
取
り
組
む
。
一
方
、
部
会
や

委
員
会
を
軸
と
し
て
新
た
な
手

法
を
盛
り
込
み
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
向
け
た
事
業
を
推
進

す
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素

化
な
ど
事
業
所
が
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
ど
の
支

援
も
充
実
す
る
」
と
述
べ
た
。

新
年
度
は
「
新
時
代
で
躍
進
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
①
地

域
事
業
者
の
経
営
支
援
②
部
会

・
委
員
会
の
活
発
化
③
運
営
基

盤
の
強
化
―
の
３
項
目
を
柱
に

新
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
。

企
業
の
経
営
力
向
上

支
援
へ
事
業
進
め
る

下

館

　
下
館
商
工
会
議
所
（
関
正
夫

会
頭
）
は
３
月
24
日
、
第
１
３

３
回
通
常
議
員
総
会
を
筑
西
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
２
０

２
２
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
、
借
入
金
の
最
高
限
度
額

な
ど
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　
関
会
頭
は
あ
い
さ
つ
で
「
長

期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
な
ど
世
界
の
変
化
は

激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
企
業
で
構
成
さ

れ
る
商
議
所
は
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
が
努
力
し
、協
力
す
る
一
方
、

役
員
・
議
員
は
も
と
よ
り
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
で
地
域
発
展
に
向
け
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ

た
。

　
新
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
強
化

▽
政
策
提
言
・
要
望
活
動
の
強

化
▽
企
業
力
・
経
営
力
向
上
支

援
▽
地
域
力
向
上
（
地
域
経
済

活
性
化
）
推
進
▽
商
工
会
議
所

の
組
織
力
・
財
政
基
盤
の
強
化

｜
の
重
点
５
項
目
を
中
心
に
事

業
を
推
進
す
る
。具
体
的
に
は
、

①
低
感
染
リ
ス
ク
対
応
型
へ
の

事
業
環
境
整
備
支
援
②
事
業
再

構
築
促
進
事
業
な
ど
へ
の
取
り

組
み
支
援
③
中
小
企
業
活
性
化

パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
対
応
④
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
」
へ
の
取
り
組
み

支
援
⑤
健
康
経
営
の
普
及
促
進

と
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
支
援
―
な

ど
。

地
場
産
業
の
推
進
や

事
業
承
継
対
策
展
開

結

城

　
結
城
商
工
会
議
所
（
奥
澤
武

治
会
頭
）
は
３
月
25
日
、
第
１

３
１
回
通
常
議
員
総
会
を
商
工

会
議
所
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
原
案
通
り
可
決
・
承
認
し

た
。

　
新
年
度
は
①
経
営
特
別
相
談

窓
口
の
設
置
と
経
営
発
達
支
援

計
画
認
定
事
業
の
展
開
②
景
気

対
策
へ
の
取
り
組
み
と
経
済
危

機
に
即
応
し
た
意
見
、
要
望
活

動
の
展
開
③
会
員
拡
大
運
動
、

各
種
共
済
制
度
の
推
進
に
よ
る

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
④
委

員
会
、
部
会
活
動
の
充
実
強
化

と
地
場
産
業
の
推
進
、
事
業
承

継
対
策
事
業
の
展
開
⑤
Ｔ
Ｍ
Ｏ

活
動
に
対
す
る
支
援
と
街
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
⑥
大

規
模
自
然
災
害
、
感
染
症
等
緊

急
事
態
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
の
策
定
支
援
⑦
起
業

・
創
業
支
援
業
務
、
企
業
交
流

に
よ
る
移
住
促
進
活
動
の
展
開

―
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
む
。

　
併
せ
て
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
や
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
を
図
る

事
業
所
に
対
す
る
積
極
的
な
支

援
対
応
も
盛
り
込
ん
だ
。

　■苦言

　日本証券業協会の森田敏夫会

長（60）は、ＳＭＢＣ日興証券の

相場操縦事件について「証券界

は貯蓄から資産形成とずっと訴

えてきた。（業界全体の信用や

信頼を損なう行為で）非常に残念だ」と苦言

を呈した。　一方で、証券会社が大量に株を

売りたい株主と投資家を市場外で仲介する取

引に絡んで事件が起きたとされることに関し

ては「この取引自体が悪いということではな

い」と指摘。「市場の流動性を担保する意味

で重要な取引だ」と語った。

　■立て直し

　「オフィス事業を回復させ

る」。コニカミノルタの社長に

就任した大幸利充取締役専務執

行役（59）は意気込む。新型コロ

ナウイルス流行でテレワークが

普及し、市場が縮小したオフィス向け事業の

立て直しを喫緊の課題に挙げる。

　これまでは機器販売が中心だったが、業務

効率化の提案に軸足を移す考えだ。社内に多

様な事業を抱える中で「見直しや縮小という

厳しい判断が求められることもある。正面か

らそれらに取り組む」と語った。

　■領域横断

　ドイツ自動車部品大手ボッシ

ュの日本法人のクラウス・メー

ダー社長（60）は自動運転や電動

化が求められる次世代の乗り物

の開発は「ますます複雑さを増

しており、事業領域を横断する取り組みを進

めている」と話す。

　２０２４年12月までに日本法人本社を横浜に移

し、従業員を集約して開発体制を強化。脱炭

素化に向けては「30年までにサプライチェー

ン（供給網）全体の二酸化炭素（ＣO2）排出量を

18年比で15％削減する」と目標を掲げる。

有
給
取
得
状
況
や
残
業
時
間
な

ど
の
一
覧
性
を
高
め
た
「
タ
イ

ム
ロ
グ
Ｄ
Ｘ
」
の
画
面
イ
メ
ー

ジ

　
同
社
は
２
０
０
５
年
に
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｄ
Ｖ

Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
勤
怠
ク
ラ
ウ

ド
」
の
提
供
を
開
始
。
利
用

者
は
企
業
の
従
業
員
な
ど
17

万
人
に
上
る
。

　
新
シ
ス
テ
ム
は
導
入
に
か

か
る
手
間
や
費
用
を
低
減
。

こ
れ
ま
で
は
技
術
者
が
顧
客

と
や
り
と
り
し
な
が
ら
設
定

す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
従

業
員
数
や
給
与
の
締
め
日
な

ど
を
顧
客
が
直
接
入
力
し

て
設
定
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　
24
時
間
営
業
な
ど
あ
ら
ゆ

る
勤
務
体
系
に
対
応
。
就
業

時
間
や
有
給
休
暇
の
取
得
日

数
な
ど
は
一
つ
の
画
面
で
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
分
か
り
や

す
く
表
示
す
る
仕
様
と
し

た
。

　
出
退
勤
時
間
の
記
録
は
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、

顔
の
表
面
温
度
を
計
測
す
る

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
ほ
か
、

手
の
ひ
ら
静
脈
認
証
な
ど
で

も
で
き
る
。
法
改
正
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
に
は
無
償
で
自

動
更
新
す
る
。

　
導
入
費
用
は
10
万
円
か
ら

で
、
月
額
料
金
は
１
人
３
０

０
円
か
ら
。
建
設
業
の
「
工

数
管
理
」
や
医
療
・
介
護
施

設
で
の
「
常
勤
換
算
」
は
オ

プ
シ
ョ
ン
と
な
る
。
直
販
の

ほ
か
、
富
士
通
グ
ル
ー
プ
、

ダ
イ
ワ
ボ
ウ
情
報
シ
ス
テ
ム

（
大
阪
市
）
な
ど
で
取
り
扱

う
。

　
今
後
は
人
事
教
育
を
手
助

け
す
る
研
修
機
能
や
、
在
宅

勤
務
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
使
用

状
況
を
確
認
で
き
る
機
能

な
ど
を
順
次
追
加
し
て
い

く
。
24
年
に
は
、
サ
ー
マ
ル

カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
読
み
取
っ

た
表
情
な
ど
を
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
が
分
析
し
、
従
業

員
の
体
調
管
理
を
支
援
す

る
「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管
理

機
能
」
な
ど
を
追
加
す
る
予

定
。

　
同
社
は
「
企
業
と
社
員
双

方
の
幸
福
度
の
発
展
、
就
業

環
境
の
改
善
に
必
要
不
可
欠

な
存
在
を
目
指
し
、
今
後
も

開
発
を
継
続
す
る
」
と
し
て

い
る
。

（
長
洲
光
司
）

　
関
彰
商
事
（
関
正
樹
社
長
）
は
新
た
な
就
業
管
理
シ
ス
テ
ム
「
タ
イ
ム
ロ
グ
Ｄ
Ｘ
」
を

開
発
し
た
。
働
き
方
改
革
で
労
務
管
理
の
徹
底
や
業
務
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
中
、
従
来

シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て
導
入
コ
ス
ト
を
抑
制
し
、
企
業
の
多
様
な
業
務
形
態
や
関
連
法
改
正

に
対
応
す
る
た
め
運
用
の
柔
軟
性
を
高
め
た
。
シ
ス
テ
ム
は
１
日
か
ら
発
売
。
９
月
ま
で

の
半
年
間
で
３
万
人
の
利
用
者
獲
得
を
目
指
す
。

２００２年６月、システム障害の行内

処分を発表する、みずほホールデ

ィングス（当時）の前田晃伸社長

（手前中央・当時）＝日銀本店

　
み
ず
ほ
銀
行
が
１
日
、
発
足
か
ら
20

年
を
迎
え
た
。
２
０
０
２
年
の
発
足
初

日
に
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
障
害
を
起
こ

し
、
20
年
の
節
目
は
障
害
頻
発
で
頭
取

が
交
代
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重
な
っ
て

「
行
内
に
お
祝
い
ム
ー
ド
は
な
い
」（幹

部
）
。
荒
波
の
中
で
再
出
発
し
た
新
体

制
は
、
信
頼
回
復
と
収
益
拡
大
と
い
う

重
い
課
題
を
背
負
う
。

　
「
前
を
向
く
年
に
す
る
。
シ
ス
テ
ム

の
安
定
が
前
提
で
、
し
っ
か
り
取
り
組

む
」
。
み
ず
ほ
銀
の
加
藤
勝
彦
頭
取
（56
）

は
就
任
初
日
と
な
っ
た
１
日
、
従
業
員

に
こ
う
決
意
表
明
し
た
。

　
発
足
記
念
日
は
、
み
ず
ほ
銀
の
関
係

者
に
苦
い
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
。
日
本

興
業
、
富
士
、
第
一
勧
業
の
３
行
が
合

流
し
た
み
ず
ほ
銀
は
、
発
足
し
た
02
年

４
月
１
日
に
口
座
振
替
の
遅
延
な
ど
の

障
害
を
起
こ
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
直
後
の
11
年
３
月
に

は
大
規
模
な
振
り
込
み
遅
延
が
発
生
。

み
ず
ほ
銀
は
再
発
防
止
に
向
け
、
４
千

億
円
超
を
投
じ
て
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
刷

新
し
た
。

　
そ
れ
で
も
歯
止
め
は
か
か
ら
ず
、
21

年
に
入
っ
て
か
ら
障
害
が
多
発
。
み
ず

ほ
銀
頭
取
の
ほ
か
、
親
会
社
み
ず
ほ
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
社
長
、
会

長
も
退
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　
新
体
制
の
一
丁
目
一
番
地
は
、
シ
ス

テ
ム
の
安
定
稼
働
だ
。
金
融
庁
は
、
21

年
以
降
の
障
害
は
現
場
軽
視
の
経
営
陣

に
よ
る
人
員
削
減
な
ど
が
原
因
で
、「言

う
べ
き
こ
と
を
言
わ
な
い
企
業
風
土
」

も
被
害
を
大
き
く
し
た
と
指
弾
し
た
。

み
ず
ほ
銀
は
安
定
稼
働
に
向
け
人
員
を

増
強
し
、
組
織
の
風
通
し
を
良
く
す
る

た
め
に
社
員
が
経
営
陣
に
直
接
意
見
を

伝
え
る
仕
組
み
も
導
入
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
強
化
に
よ
る
収
益
拡
大
も

急
務
だ
。
他
の
メ
ガ
バ
ン
ク
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
金
融
商
品
を
購
入

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
中
堅
・
中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
な
ど
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
み
ず
ほ
銀
幹
部
は
「
障
害
対
応
に
追

わ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た
事
業

変
革
の
余
裕
が
な
か
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
今
後
は
米
グ
ー
グ
ル
と
の
提
携
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
強
化
や
、
通
信
ア
プ
リ

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
と
22
年
度
に

共
同
で
開
業
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀

行
な
ど
を
武
器
に
巻
き
返
し
を
狙
う
。

常
陽
銀
と
足
利
銀
が

電
気
小
売
り
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
提
供

　
め
ぶ
き
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
（
東
京
）
傘
下
の
常
陽

銀
行
（
水
戸
市
）
と
足
利
銀
行

（
宇
都
宮
市
）
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

（
東
京
）
が
提
供
す
る
電
気
小

売
り
サ
ー
ビ
ス
を
両
行
独
自
の

ブ
ラ
ン
ド
「
め
ぶ
き
ｄ
ｅ
で
ん

き
」
と
し
て
取
り
扱
い
を
始
め

た
。

　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
が
両
行
の
住
宅
ロ

ー
ン
利
用
者
向
け
に
提
供
。
住

宅
ロ
ー
ン
と
同
サ
ー
ビ
ス
を
同

時
に
申
し
込
む
ほ
か
、
給
与
振

り
込
み
や
バ
ン
キ
ン
グ
ア
プ
リ

の
契
約
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
ロ

ー
ン
で
店
頭
金
利
か
ら
年
１
・

４
～
１
・
85
％
の
割
り
引
き
が

受
け
ら
れ
る
。

　
申
し
込
み
は
専
用
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
。
同
サ
ー
ビ
ス
専

用
ア
プ
リ
を
利
用
す
れ
ば
、
毎

日
の
電
気
料
金
と
使
用
量
を
30

分
単
位
で
確
認
で
き
る
。
ア
プ

リ
は
電
気
の
使
い
過
ぎ
を
通
知

す
る
機
能
な
ど
も
あ
り
、
節
電

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
■
果
実
香
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

　
ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ
ン
グ
（
長

野
県
）
は
、
本
場
ベ
ル
ギ
ー
の
製

法
を
参
考
に
醸
造
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
「
裏
通
り
の
ド
ン
ダ
バ
ダ
」

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。
発
酵
段

階
で
ブ
ド
ウ
糖
を
加
え
る
こ
と

で
、辛
口
の
味
わ
い
に
仕
上
げ
た
。

さ
わ
や
か
な
果
実
の
香
り
が
特
徴

で
、飲
み
ご
た
え
も
あ
る
と
い
う
。

３
５
０
㍉
㍑
入
り
で
２
９
４
円
。

当
初
は
全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
や
ポ
プ

ラ
で
数
量
限
定
で
販
売
し
、順
次
、

拡
大
す
る
。

植
物
繊
維
混
ぜ
た
樹
脂

愛
媛
で
実
証
設
備
稼
働

大
王
製
紙
、製
造
技
術
確
立
へ

　
大
王
製
紙
は
植
物
由
来
の
繊

維
で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ

ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
混
ぜ
た
「
Ｃ
Ｎ
Ｆ

複
合
樹
脂
」
の
実
証
設
備
を
、

三
島
工
場
（
愛
媛
県
四
国
中
央

市
）
で
稼
働
さ
せ
た
。
脱
プ
ラ

や
再
生
化
の
流
れ
が
強
ま
る

中
、
自
動
車
部
材
や
家
電
製
品

で
の
採
用
に
向
け
て
製
造
技
術

の
確
立
を
目
指
す
。

　
投
資
額
は
数
億
円
で
、
設
備

は
芝
浦
機
械
と
共
同
開
発
し

た
。
生
産
能
力
は
年
約
１
０
０

㌧
で
、
サ
ン
プ
ル
供
給
を
順
次

拡
大
す
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｆ
は
強
度
が

高
く
、
軽
量
な
の
が
特
徴
。

（ ）経 済Ａ版　第三種郵便物認可年（令和４年） 月 日　　木曜日


